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図 4-3-1 卵巣卵の表層胞の有無および眼柄処理に

　　よる養成エビと天然エビの産卵個体率の比較　

　　■：養成エビ　■：天然エビ

図 4-3-2 結紮法と切除法で眼柄処理をした

　　クルマエビの生残率（％）( Ｘ 2 検定　p<0.05）
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４クルマエビ類の人為催熟
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���������­������図 4-3-4  クルマエビの卵影比と生殖腺指数との関係

図 4-3-3 成熟度評価のための卵影比測定

卵影比（％）＝卵影の幅／第一腹節幅×100

卵影比（％）

卵影比（％）

図 4-3-5 クルマエビの卵影比と産卵個体率との関係

　　池養成エビを片眼柄処理する直前に卵影比を測

　　定し、処理後 7日間の産卵を観察した。

４ クルマエビ類の人為催熟
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図 4-3-6 個別飼育したクルマエビの摂餌率（摂餌量／体重× 100）と飼育 3 日目までの死亡との関係

図 4-3-7 眼柄処理（眼柄結紮法）を施し，ゴカイを

　　給餌した天然クルマエビ（未成熟）の個体別の

　　摂餌量 (% ) の経日変化摂餌量 (% ) ＝ 1 日の摂

　　餌量／クルマエビの体重× 100
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４クルマエビ類の人為催熟
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